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　奈良県防犯設備士協会は、防犯設備のない寺院や金融機関の現金自動預け入れ払出機（ATM）から文化財
や現金が盗まれるという事件が増加していることから監視カメラなどの機械の導入で犯罪を未然に防ぎ、事件が起き
た時には警察捜査が効率よく行えるようにと、県内の防犯設備士が自ら組織化することで、警察や地域との連携が
強まり、より安全な環境づくりに役立つと期待して都道府県レベルでは全国で2番目に平成8年8月7日に設立されま
した。
　設立当初は19人のメンバーでしたが、昨年（平成28年）の創立20周年記念の総会では23名のメンバーと微増で
はありますが、奈良県警察本部生活安全部長の大久保様より「まちの安全に対する貢献と防犯設備の広報啓発
活動」に対して感謝状を賜ることができました。
　しかしながら、忘れることの出来ない悲惨な出来事として2004年11月17日に奈良市で帰宅途中の小学1年生の
女子児童が誘拐の後に殺害・遺棄されるという事件が発生しました。
　このことを受けて、地域パトロールや防犯ブザーの携帯などを主とした防犯活動を行われていましたが、またしても
2015年7月14日に奈良県香芝市での小学校6年生女子誘拐事件が発生してしまいました。
　これらの同様な事件は奈良県に限らず、毎年90件前後は全国で発生しているところですが、この事態を受けて、
ここ数年で店舗やマンションのような個人設置だけではなく、街自体を見守る「地域防犯カメラ」への関心と導入が
進み、さらに自治体のバックアップや警察の協力を得ることも多くなり、一体となった地域ぐるみの防犯対策が必至と
なっています。
　安全安心まちづくりの観点から県や市町村の防犯カメラ設置に対する補助金の予算化もあって、日ごろ防犯カメ
ラの必要性を感じておられた自治会から当協会への依頼も講演・展示といったものから防犯カメラと防犯設備の活
用指導へと変化してきました。
　

　
　まちぐるみでの防犯への取り組みにおいて防犯カメラの設置については、住民の皆さんの考えが不揃いながらも目
的や目指すものは同じですので紆余曲折しながらも取り組みは充実しつつあると感じます。
　一方、防犯活動を行っている自治会やボランティアの多くは65歳以上の高齢者の方々で構成されていることから、
若者も含めて日常的に防犯意識の向上を図ることが求められていました。
　このことから、若い世代の規範意識や防犯意識の向上を目的とした、警察庁の「若い世代の参加促進を図る防
犯ボランティア支援事業」によって、全国の警察で大学生によるボランティア団体が設立されました。
　奈良県では平成22年に「あっぷりけ戦隊！奈良まもりたい」が結成されました。奈良県の大学に在籍する学生だけ
でなく、奈良県在住で県外の大学に在籍する学生などとも一緒に活動されているとのことです。

地域協会だより

LINEスタンプクリエイターズ事業について

	 	
	 中村　博夫

活動種別 28 年度の件数 27 年度の件数

防犯講演・指導 7 18

地域安全活動・展示・指導 10 4

防犯カメラ、防犯設備指導 6 -

具体的活動実績

奈良県防犯設備士協会　理事
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　団体の名称は、「衣服の破れを修復する“アップリケ”のように、自分たちのまちを安全なまちに修復し、二度と破け
ないまちにする」という意味を込めて名付けられたと説明されています。
　
　

　若い世代の防犯意識を高めてもらいたいとの奈良県警の思いと奈良県防犯設備士協会の地域における街頭防
犯カメラの設置等犯罪被害防止のための費用を捻出したいという思いとコラボレーションして、奈良県警察職員が考
案した、「あっぷりけ戦隊！奈良まもりたい」のキャラクターを基にデザインされた防犯啓発用LINEクリエイターズスタン
プ事業を当協会が始めることとなりました。
　LINEスタンプは、日常のメッセージのやり取りで使われ、それらのコミュニケーションの一つ一つが広告塔になって
いく広告ツールで、スタンプユーザーのトークの中で意味や文脈を代理する役割を担えて、何らかの人格を持ってい
て、かつユーザーがダウンロードしたくなるような魅力を備えたキャラクターであることが望まれます。
　その点、主観的ですが、デザインされたスタンプは、キャラクターで「カギかけた？」「大丈夫？」「今から帰ります」と
いった日常会話や、「飲んだら乗るな」「戸締りはしっかりね」とか交通安全や防犯を啓発する文言をあしらわれた40
個のスタンプはとても使いやすい、なじみ深いものです。
　LINEスタンプでは企業がコマーシャルとして無料で提供している素晴らしいものが溢れているマーケットでもありま
すので、どこまで健闘できるか楽しみです。
　スタンプは40個のデザインを一口120円で販売し、その収益金はカメラ設置、防犯活動支援、広報啓発活動に活
用できればと期待しているところです。

マスコットキャラクターは、「あぷりちゃん」、「まもるくん」、「こまちゃん」です。

「あぷりちゃん」のチャームポイントは桜の髪飾りで、普段は鹿の姿をして奈良の平和を守ります。

「まもるくん」は奈良の町の人が安心して暮らせるよう毎日、見守りを欠かさない奈良を愛する少年です。肩に乗っ

ているのはコマドリの「こまちゃん」で空から奈良の町を見守っています。

この絵は、奈良県警察科学捜査研究所の女性職員の方がデザインされました。

【奈良県警察本部ホームページより】
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　LINEスタンプの検索は、LINEアプリをクリック→スタンプショップをクリック→右上にある検索マークをクリック→奈
良県防犯設備士協会を入力→クリエーターをクリックしますとたどり着けます。
　一番簡単なのは、上記のQRコードをスマホカメラで読み取っていただくと早いです。

　末筆となりましたが、防犯対策は、個人から地域ぐるみの取り組みへ、また企業と連携した取り組みへと変貌してき
ています。そのため当協会は、安全産業に携わる方々の相互の緊密な連携協調及び警察や行政機関等の連携を
図り、防犯設備の設置、維持管理に関する広報啓発や防犯に必要な知識の普及等に努めるとともに、警察が推進
する地域安全活動に対して安全産業の特性を生かした参画を図り、将来に向かって防犯性能の優れた奈良県の
地域づくりを目指し、犯罪被害に遭いにくい安全なまちづくりに今後も更に貢献するため、法人格の取得も視野に置
く必要があると感じているところです。

購入画面へのQRコード
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